つめて その 堅忍 や 強靭な 意志が 何処から 生れて 来て い 

たかと 考えてみれば、 底に は 一 身の 安穏 を 忘れて 科学 

の 真実 を 愛し 守る 良人と 妻と が 互に 労 り 評価し 愛し 

つつ、 傍ら 子供ら への 心く ばり を もお こたらぬ 人間ら 

しい 個性が 波々 と湛 えられて いた ことが 感じられる。 

彼女の 人間、 女と しての 傷 は そこで 医され、 科学者と 

しての 燃焼 は そこから 絶えざる 焰 をと つたので あった。 

知性 は、 コンパクト ではない から、 決して 固定した 

型の ものに きまった いくつかの 要素が ねり 合わされて 

いて、 誰でもが ハンド. バッグに 入れて いられる とい 



人生と 歴史の 時代の、 こういう 複雑な 曲折に 身を処 

して、 猶 私たちが 人間と しての 希望 を 守りつ づけ、 理 

性の 明るさへの 期待 を 失わず、 身に 添って いる 数々 の 

困難 さえ、 はために もた だ 悲惨な ものと して 終らせ ま 

いと 願う 雄々 しい 意欲 を もっと すれば、 それ は 果して 

通 リー 遍の 女の 勝 気 だの、 負けず ぎら いだので 可能な 

ことであろう か。 まして や 破れ 鏡の ような 小 ざ かし さ 

など ものの 役に も 立ちに くい。 

ジョ ルジュ • サンドの 「愛の 妖精」 (岩波 文庫) とい 

う 小説 を 愛読した かたは 決して すくなくない だろうと 

思う。 プチ ト • フ アデ ットが 自分の 特別に 荒い 境遇 を 



れ、 受け身な 物 わかりよ さ、 昔ながら の 諦め を シモ— 

ヌ • シ モンの 髪 かたちめ いた 現代の 表情で 表現す ると 

いう 風な 範囲に、 きり ちぢめられ ている 危険 はない と 

いわゆる くま 

云える だろう か。 所謂 女らし さへの 又 ひとつの 隈 とし 

て、 しなと して、 知性と いうよう な 言葉 も 今日の 会話 

の 飾りと して さしはさまれ、 婦人 自身 何 かそ こに 肩 を 

よせてい るよう なお ぼっかな さは 無い と 云い 得る だろ 

ク ゝ o 

う 力 

今日は 世界が 歴史の 深刻な 一 転機に 面して いて、 地 

球 は その 緊張で 震えん ばかりで ある。 鋭い、 人間ら し 
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